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第1857回例会 2010.10.14晴

　皆さん今日は。先日10月3日の日曜日は見晴フェステ
ィバルの例会となりましたが、天候に恵まれて暑いくら
いの一日となりました。
このプロジェクトには今年で6回目の参加、例会として
は昨年に引き続き2回目となると思います。前日の準備
から当日は朝早くからの奉仕活動で、皆様本当にご苦労
様でした。午後の3時くらいまでいろいろなプログラム
がありましたが、どれも園生の真剣かつ力いっぱいの演
技、演奏、絵画コンクールにおける素直で感情豊かな表
現など素直に表現し共に喜ぶことの原点を教えられた
ような気がして感動して帰ってまいりました。
　さて今月は「職業奉仕月間｣です。以前、地区協議会に
出たときロータリーの基本は職業奉仕だと教わりました。
今でも自分自身では漠然とした概念でこれを捉えてい
る程度ですが、「職業奉仕はロータリー独特のものであり、
これがほかの奉仕団体や人道団体との違いを明確に分
けるもの｣というＲＩの言葉があり、それは「職業倫理へ
の高い水準を保ち、日々実践することによって私たちは
同僚や従業員、顧客はもちろんのこと、競争相手に対し
ても模範を示すことができる」と続いています。
　我々ロータリアンがこのような職業奉仕を日常実践
するように強調したものが、毎年10月の職業奉仕月間で
あり、今月末には奉仕プロジェクト委員長から職業奉仕
についての話があると思いますので、ご理解を深めてい
ただければと思います。

承認事項
①米山梅吉記念館・賛助会員登録をクラブで一括納付
（１名あたり￥３０００）�   
②三嶋大社・伊豆魂神社例祭（慰霊祭）特別奉賛金　
　￥１００００－�   
③ＣＬＰを今期限りとする　次年度より旧構成に戻す�   
④１１／３（祭日）のＧＳＥ受入及び街頭募金の出席
者は出席扱いとする�   
  
今月の日程�
①10月21日�例会場変更　米山記念館
②10月28日�例会場変更　
　　　　　　担当　奉仕プロジェクト委員会　
③11月３日�ＧＳＥ受入及び街頭募金
　　　　　　歓迎昼食会・箱根観光
④11月４日�臨時総会
⑤11月６日�クラブ研修リーダーセミナー　
　　　　　　矢野会長　遠藤正幸（ロータリー情報）

「我等の生業」
指揮　柴崎恵子君

ロータリーソング

佐々木雅浩君

ビジター

理事会



親睦・奉仕の輪を広げよう

（週報担当：柳田英雄）

黒田君、野口君、岩崎君、
遠藤（武）君、瀬川君
鈴木（郁）君、矢野君、
遠藤（正）君
望月君、花房君、西本君
田熊君
亥角君、佐野君、
鈴木（正二）君、瀬川君、
西村君、栗田（正）君、古川君、
伊丹君、鈴木（正能）君、
遠藤（正）君、澤村君

おめでとう

会員誕生日

入会記念日

奥様誕生日
ご主人誕生日
結婚記念日

◆ゴルフ同好会、9月26日（日）伊豆ゴルフクラブにてゴ
ルフコンペを行いました。優勝野口さん・準優勝矢岸
さん、3位鈴木正二さんでした。次回は10月24日（日）に
中伊豆グリーンゴルフクラブにて行います。

◆矢岸君、来週担当委員会の委員長にもかかわらず欠席
させていただきます。副委員長様よろしく！

◆森崎君、去る9月18日第31回全日本マスターズ陸上選
手権大会が、東京国立競技場で開催されました。三段
跳、M55クラスに出場し、3位、銅メダルを獲得すること
ができました。最後の跳躍で7位から3位へ浮上。何事
もあきらめないことですね。

◆諏訪部（敏）君・室伏君、瀬川さんありがとう。法人会全
国大会が熊本で行われました。ナイトツアーを熊本に
詳しい瀬川さんに聞きました。余韻を引きずってしま
う一夜でした。

◆奉仕プロジェクト委員会野田君・渡辺君、去る10月2日
～3日の見晴フェスティバルには、委員に限らず沢山
の方々に応援戴き無事終了する事が出来ました。矢岸
ご夫婦には2日間道具、労力とご提供戴き感謝に堪え
ません。まずは御礼まで。

日本の元国際親善奨学生が宇宙飛行士に

日本人宇宙飛行士で、元国際親善奨学生である山崎直
子さんは、子どものときから宇宙にあこがれていたと
言います。故郷の千葉県松戸市では、毎晩のように星
を観察していましたが、成長するにつれ、映画｢スター・
ウォーズ｣やスペース・シャトルの打ち上げのテレビ
中継によって、山崎さんの熱意はますますかき立てら
れました。 
スペース・シャトル「ディスカバリー」の乗組員とし
て、山崎さんは既に360時間を超える宇宙飛行歴を積
みました。去る4月には、国際宇宙ステーションに向
けた、ディスカバリーによる物資補給ミッションで、
ミッション・スペシャリスト（搭乗運用技術者）とし
て参加しましたが、この経験は山崎さんにとって特に
意味深いものでした。 
「私は、宇宙ステーションの開発チームの一員だった
のです。日本、米国を始めとする15カ国が協力して国
際スペース・ステーションを開発したというのは、実
に感動的でした」 
山崎さんの宇宙飛行士としてのキャリアの選択には、
1994-95年度にロータリー奨学生として国際プロジェ
クトに参加した経験が大きな影響を与えました。山崎
さんは、千葉県の松戸中央ロータリー・クラブから派
遣され、米国メリーランド州のメリーランド大学で宇
宙ロボット工学を学びましたが、そこで一緒に研究を
していた世界中からの学生たちが、日本人の自分より
日本と日本文化をよく知っていたことに驚かされまし
た。この経験は、自分の母国のことだけではなく、客
観的にものを見ることの大切さを教えるものとなりま
した。山崎さんは、この客観性は宇宙飛行士としての
仕事にも大事だと考えています。 
「地球を離れた場所から研究すると、とても学ぶこと
が多いのです」と山崎さんは語ります。 
留学中にはまた、コミュニケーションのスキル、入念
な準備、そしてチームワークの大切さも学んだと言い
ます。これは、1996年に日本の宇宙航空研究開発機構
（JAXA）で宇宙飛行士としてのキャリアを始めたとき
にも生かされました。 
宇宙計画で効率よく情報を共有し、協力し合うには、
コミュニケーションが大事です」と山崎さん。「留学
先で、特に外国語で意思の疎通をしようとする場合も
同じですね」
地球に戻ってからの山崎さんは、NASAへの訪問、宇宙
船の軌道を検討する専門家会議への参加、広報活動な
ど、宇宙飛行の事後活動に携わっています。 
「宇宙ステーションは2020年まで運行される予定です
から、もう一度行けるといいと思います」 

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

委員会報告

①去る10月３日の見晴フェスティバルには前日当
日と２日間にわたりご協力頂きまして、盛況のう
ちに終わる事ができ、本当にありがとうございま
した。
②職業奉仕月間の今月28日は、例会場を変更し、箱
根の里で行います。卓話をJAの伊丹様にお願いし、
「箱根西麓の野菜づくり」というテーマで、お話を
伺うつもりです。今回は農業をめぐって職業奉仕
を考えましょう。

奉仕プロジェクト委員会

卓　話親睦例会　～ミニコンサート～

曲目　アラベスク　乙女の祈り　他
演奏　鈴木清美ピアノ教室の皆さん
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